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【研 究 方 法 】 実 験 に は8週 齢,雄 性
C57BL/6NCr1系マ ウスを用いた。マウスを腹腔
内麻酔後,4%パ ラホルムアルデヒ ドにて灌流固
定,舌 を摘出,通 法に従いパラフ ィンに包埋 した。
薄切後,Nox抗体 を用いた免疫組織化学的染色を
行い,光 学顕微鏡にて観察 した。 さらに,味 蕾に
おけるNoxを発現 す る細胞種 を判別す るため各
Nox抗体 と味蕾細胞 マーカーの二重免疫染色 を行
い,蛍 光顕微鏡にて観察 した。





細 胞 層 に お い てNox1,Noxa1の陽 性 反 応,
Noxo1の強陽性反応 がみ られた。 さらにNox3,4
の反応は,基 底細胞層で弱陽性,有 棘細胞層で陽
性,顆 粒細胞層で強陽 性を示 した。 また,Nox2
の反応は,有 棘細胞層の一部か ら顆粒細胞層 に陽
性を示 した。
味蕾ではNox1の陽性反応は味細胞にみ られ,
Noxo1の陽性反応 は味細胞,支 持細胞,基 底細胞
にみ られ た。Noxa1,Nox2の陽性反応は,一 部




















【結 論】以上の結果か ら,マ ウス有郭乳頭にお
いてNoxが常に発現 してお り活性酸素が産生 され
ていることが示唆された。特 に乳頭の上部上皮で
は,生 体防御や角化の過程に活性酸素が関連す る














掲 載 雑 誌
Tissue and Cell,Volume:47,issuue:6,
December2015,page:541-582ISSN0040-8166
